
月
25
日
に
東
日
本
大
震
災
復
興
構
想

会
議
か
ら
第
一
次
提
言
「
復
興
へ
の

提
言
〜
悲
惨
の
な
か
の
希
望
〜
」
が
出
さ
れ

た
。
内
閣
総
理
大
臣
の
諮
問
を
受
け
設
置
さ

れ
た
同
会
議
で
、
被
災
地
域
の
復
興
に
向
け

た
構
想
・
指
針
な
ど
が
検
討
さ
れ
、
そ
の
結

果
と
し
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
だ
。

　
こ
の
提
言
の
中
で
は
〝
開
か
れ
た
復
興
〞

が
柱
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
、「
復
興
が
被
災

地
に
止
ま
ら
ず
、
む
し
ろ
被
災
地
に
お
け
る

様
々
な
創
造
的
営
み
が
日
本
全
国
に
、
ひ
い

て
は
世
界
各
国
に
広
が
っ
て
い
く
こ
と
に
あ

る
。
成
熟
し
た
先
進
国
家
に
お
け
る
災
害
か

ら
の
復
興
過
程
は
、
世
界
各
国
の
人
々
が
生

き
抜
く
一
つ
の
強
力
な
モ
デ
ル
に
な
り
う

る
」
と
の
考
え
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
そ
の
実
現
に
向
け
て
、「
経
済
社
会

の
再
生
」「
世
界
に
開
か
れ
た
復
興
」「
人
々

の
つ
な
が
り
と
支
え
あ
い
」「
災
害
に
強
い

国
づ
く
り
」
の
各
項
目
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
具

体
的
に
課
題
を
提
示
。「
今
回
の
教
訓
を
国

際
公
共
財
と
し
て
海
外
と
共
有
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
」
と
の
立
場
か
ら
、「
ア
ジ
ア

を
は
じ
め
と
す
る
開
発
途
上
国
の
防
災
に
関

す
る
人
材
を
育
成
す
る
な
ど
、
人
の
絆
を
大

切
に
し
た
国
際
協
力
を
積
極
的
に
推
進
す
べ

き
」
と
提
言
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
今
後

の
防
災
対
策
を
検
討
す
る
た
め
、
東
日
本
大

震
災
に
つ
い
て
、
各
分
野
に
お
い
て
詳
細
な

調
査
研
究
を
行
う
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ

る
」
と
の
認
識
か
ら
、「
地
震
・
津
波
災
害

と
大
地
震
か
ら
の
復
興
過
程
に
関
す
る
国
際

共
同
研
究
を
推
進
す
べ
き
」
と
の
考
え
が
示

さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
日
本
再
生
に
関
す
る
内
外
の

理
解
促
進
を
図
り
、
風
評
被
害
の
払
し
ょ
く
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政策

に
努
め
る
観
点
か
ら
、「
日
本
産
品
や
日
本

へ
の
渡
航
の
安
全
性
に
つ
い
て
、（
中
略
）

こ
れ
ま
で
以
上
に
積
極
的
か
つ
き
め
細
や
か

に
行
う
必
要
が
あ
る
」と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
復
興
構
想
会
議
が
示
し
た
提
言

を
実
際
に
実
施
し
て
い
く
上
で
、Ｏ
Ｄ
Ａ（
政

府
開
発
援
助
）
が
貢
献
で
き
る
と
こ
ろ
が
か

な
り
あ
る
の
だ
。
実
際
、
こ
れ
ま
で
開
発
途

上
国
の
人
々
を
対
象
と
し
た
協
力
の
中
に

は
、
提
言
の
中
で
求
め
ら
れ
て
い
る
「
人
材

育
成
」「
国
際
共
同
研
究
」「
情
報
発
信
」
と

い
っ
た
観
点
か
ら
実
施
さ
れ
て
き
た
も
の
も

多
い
。
こ
の
６
月
に
外
務
省
か
ら
発
表
さ
れ

た
「
平
成
23
年
度
国
際
協
力
重
点
方
針
」
で

も
、
開
か
れ
た
復
興
を
実
現
す
る
た
め
に
Ｏ

Ｄ
Ａ
を
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
、
最
優
先
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

　「
今
回
の
大
震
災
に
お
い
て
は
米
軍
を
は

フ
リ
カ
54
番
目
と
な
る
新
国
家
が
誕

生
し
た
。そ
の
名
は「
南
ス
ー
ダ
ン
」。

今
年
１
月
に
行
わ
れ
た
ス
ー
ダ
ン
か
ら
の
分

離
・
独
立
の
是
非
を
問
う
住
民
投
票
に
お
い

て
圧
倒
的
多
数
で
分
離
が
選
択
さ
れ
た
結

果
、
７
月
９
日
に
独
立
を
果
た
し
た
。

　
も
と
も
と
ス
ー
ダ
ン
は
、
人
口
約
３
９
０

０
万
人
、
日
本
の
約
７
倍
と
い
う
ア
フ
リ
カ

最
大
の
国
土
を
持
つ
国
だ
っ
た
。
ナ
イ
ル
川

沿
岸
に
は
穀
倉
地
帯
が
広
が
り
、
小
麦
や
綿

花
な
ど
を
生
産
。
ア
フ
リ
カ
有
数
の
産
油
国

で
も
あ
り
、
順
調
な
経
済
成
長
を
続
け
て
い

た
。
し
か
し
ス
ー
ダ
ン
に
い
つ
も
付
い
て
回

っ
た
の
が
「
紛
争
」
の
イ
メ
ー
ジ
。
そ
れ
も

そ
の
は
ず
、〝
世
界
最
大
の
人
道
危
機
〞
と

呼
ば
れ
る
ダ
ル
フ
ー
ル
紛
争
に
加
え
、
20
年

以
上
に
わ
た
る
南
北
間
の
〝
ア
フ
リ
カ
最
長

の
内
戦
〞
で
は
２
０
０
万
人
以
上
の
尊
い
命

が
失
わ
れ
た
。

　
日
本
は
、
ス
ー
ダ
ン
の
平
和
の
定
着
を
進

め
る
べ
く
、
ダ
ル
フ
ー
ル
と
南
北
の
和
平

プ
ロ
セ
ス
を
支
援
。
２
０
０
５
年
に
締
結
さ

れ
た
「
南
北
包
括
和
平
合
意
」
が
着
実
に
実

行
さ
れ
る
よ
う
、
人
道
支
援
の
ほ
か
、
難
民
・

国
内
避
難
民
の
帰
還
、
南
北
18
万
人
の
元

兵
士
の
Ｄ
Ｄ
Ｒ（
武
装
解
除
・
動
員
解
除
・

社
会
復
帰
）、
保
健
、
水
・
衛
生
、
教
育
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
の
分
野
で
も
協
力
し

て
き
た
。

　
さ
ら
に
２
０
１
０
年
４
月
に
実
施
さ
れ
た

総
選
挙
で
は
、
投
票
箱
や
投
票
用
紙
の
調
達
、

女
性
の
投
票
啓
発
活
動
な
ど
の
た
め
に
約

１
０
０
０
万
ド
ル
を
供
与
。
今
年
１
月
の
住

民
投
票
の
際
に
は
、
公
正
な
投
票
が
行
わ
れ

る
よ
う
、
日
本
政
府
は
15
人
の
監
視
団
を
派

遣
し
、有
権
者
教
育
や
メ
デ
ィ
ア
訓
練
、有
権

者
登
録
用
・
投
票
用
の
資
材
を
調
達
す
る
資

金
と
し
て
約
８
１
７
万
ド
ル
を
支
援
し
た
。

　
紛
争
の
な
い
平
和
な
国
へ
―
。
新
国
家
は

今
、
そ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

6つの国に囲まれる南スーダン。アフリカでの国家誕生
は、1993年にエチオピアから独立したエリトリア以来

ア

じ
め
と
す
る
国
際
的
支
援
が
大
き
な
役
割
を

果
た
し
、
わ
れ
わ
れ
は
大
き
な
感
謝
の
念
を

抱
い
た
。（
中
略
）
わ
が
国
は
、
国
際
社
会

と
の
絆
を
強
化
し
、
内
向
き
で
な
い
、
世
界

に
開
か
れ
た
復
興
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」（
同
提
言「
世
界
に
開
か
れ
た
復
興
」）。

今
回
、未
曾
有
の
東
日
本
大
震
災
に
対
し
て
、

寄
付
金
や
支
援
物
資
な
ど
が
世
界
中
か
ら
届

け
ら
れ
、
そ
の
中
に
は
「
日
本
に
助
け
て
も

ら
っ
た
時
の
恩
返
し
が
し
た
い
」
と
い
う
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
添
え
ら
れ
て
い
た
ケ
ー
ス
も
少

な
く
な
い
。
こ
う
し
た
世
界
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
連
帯
の
心
に
、
被
災
者
だ
け
で
な
く
、
日

本
全
体
が
勇
気
づ
け
ら
れ
、
世
界
と
の
強
い

絆
を
感
じ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
復
興
を
通
じ
て
、
日
本
と
世
界
の
絆
が
よ

り
一
層
深
ま
る
よ
う
、Ｏ
Ｄ
Ａ
に
よ
る
貢
献

が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。

平和に向け日本が貢献！？

政策

の
6
月
、
外
務
省
か
ら
「
平
成
23

年
度
国
際
協
力
重
点
方
針
」
が
発

表
さ
れ
た
。
今
年
度
は
、
東
日
本
大
震
災
か

ら
の
復
興
に
向
け
国
際
社
会
と
協
力
し
つ

つ
、
官
民
が
一
体
と
な
っ
た
「
開
か
れ
た
復

興
」
の
実
現
に
Ｏ
Ｄ
Ａ（
政
府
開
発
援
助
）

を
活
用
す
る
こ
と
が
最
優
先
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

　
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
日
本
と
世
界
へ
の
貢

献
」。
そ
の
際
の
柱
と
な
っ
て
い
る
の
が「
復

興
外
交
」「
信
頼
に
応
え
る
日
本
」の
２
つ
だ
。

　
ま
ず
「
復
興
外
交
」
と
し
て
は
、Ｏ
Ｄ
Ａ

を
通
じ
て
、
開
発
途
上
国
の
現
場
で
紛
争
・

災
害
復
興
に
取
り
組
ん
だ
経
験
の
あ
る
人

材
の
活
用
の
ほ
か
、
被
災
地
の
産
業
の
復
興

支
援
、
地
震
や
津
波
へ
の
防
災
対
策
や
そ
の

ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
な
ど
を
進
め
て
い
く
。
ま

た
、
復
興
を
支
え
る
日
本
経
済
の
成
長
に
も

貢
献
し
て
い
く
こ
と
を
念
頭
に
、
災
害
に
強

い
日
本
の
イ
ン
フ
ラ
技
術
、
震
災
後
に
注
目

が
高
ま
っ
て
い
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
省
エ
ネ
技
術
の
海
外
展
開
に
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
積

極
的
に
活
用
す
る
こ
と
な
ど
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
。

　
他
方
、「
信
頼
に
応
え
る
日
本
」
に
つ
い

て
は
、
今
回
の
震
災
で
世
界
中
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
寄
付
金
や
支
援
物
資
、
応
援
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
い
っ
た
連
帯
の
心
に
応
え
て
い
く
た

め
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）

の
達
成
や
対
ア
フ
リ
カ
支
援
、
気
候
変
動
問

題
な
ど
で
日
本
が
約
束
し
た
支
援
を
誠
実
に

実
施
し
て
い
く
方
針
だ
。
ま
た
、
日
本
が
被

災
後
も
変
わ
ら
ず
、
国
際
社
会
の
一
員
と
し

て
の
責
任
を
果
た
す
た
め
、
ア
ジ
ア
や
ア
フ

リ
カ
、
中
東
地
域
で
、
紛
争
や
災
害
人
道
支

援
、
平
和
構
築
支
援
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
震
災
を
踏
ま
え
、
日
本
の
復
興
、
そ
し
て

世
界
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
が
Ｏ
Ｄ
Ａ
に

求
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

キーワードは日本と世界に
貢献するＯＤＡ！

東日本大震災復興構想会議・提言

東松島市の避難所で支援物資を仕分けする青年海外協力隊

「南スーダン」アフリカ54番目の国が誕生

国際協力の重点方針を発表

ココシリ
「ここが知りたい」
国際協力に関係する
いろんなトピックを
分かりやすく解説します！

こ

■日本政府に届けられた支援

■南スーダンMAP

2007年、ハリケーンに襲われたハイチ。2010年には大地
震にも見舞われている ©UN Photo/Marco Dormino

■国際協力重点方針2つの柱

「平和の定着」を支援の柱の一つにする日本。除隊兵士へ
の職業訓練などを実施している

（注）上記には、国・地域・国際機関が含まれる。
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救助チーム

29カ国
7月14日現在

支援物資

61カ国
7月13日現在

寄付金

89カ国
7月13日現在

メッセージ

253カ国
4月26日現在

復興外交

重点①
● 国際協力アクターの
　ノウハウ活用
● 被災地産業の支援
● 津波対策の世界との
　共有

重点②
●インフラの海外展開
● 貿易・投資環境整備等
● 我が国の優れた環境技
　術の海外普及と気候変
　動対策
● 資源・エネルギーの安定
　供給確保 

重点③
● 既存の国際公約の
　誠実な実現
－MDGs
－対アフリカ支援
－アフガニスタン・パキスタン支援
－メコン地域に対する支援
－気候変動分野の短期支援  等

● 国際社会の主要な一因
　としての責任の具体化
－中東・北アフリカの改革支援
－紛争・災害人道支援や平和構築
　支援

信頼に応える日本

エチオピア

エリトリア

ケニアウガンダコンゴ民主共和国

中央アフリカ

チャド

南スーダン
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